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まを上のごを意 


: A はを意を促す記号です。図の中に具体的なミ主意内容(左図の場合は一般的なミ主意)び描い 
てあ0ます。 

: ( S は行為を禁止する記号です。図の中に具体的な禁止内容(左図の場合は分解禁止)び描い 
てあるちのをあ0ます。 

:•は行為を指示する記号です。図の中に具体的な指示内容(左図の場合は一般的な指示)び 
描いてあります。 


A 警告 


〇 


車体に穴を開けて取り付ける場ちは、パイプ類-タンク-電気配線などの位置 
を確認の上、これらと干渉や接軸することびないようミち意してください。また、 
加工部のサビ止めや浸水防止の処置を施してください。 

火災や感電の原因となります。 



0 


本機を取り付けるときやアースを取るときに、車体のボルトやナットを使巧ず 
る場ちは、 A ンドル-ブレーキ系統やタンクなどの保ま部品のボルトやナット 
は絶巧に使用しないでください。 

これらを使用しますと制動不能や発火、交通事故の原因となります。 



〇 


取り付け作業前には、必ずバッテリーの©端子をがしてください。 

プラス受とマイナス©経路のショート事故による感電やけびの原因となります。 



〇 


コード類は、運転操作の巧げとな5ないよラ、テープなどでまとめ固定してく 
ださい。 

ノ V ンドルやセレクトレバー、シフトレバー、ブレーキペダルなどに巻さ付くと 
交通事故の原因となり危険です。 



0 


本機を船舶、術空機などの主航法装置として使用しないでください。 

測定誤差び生じたりするため、事故の原因となります。 

また、塩害などにより、火災•感電の原因となります。 


。•一/^ 


0 


本機は12 V 車専用です。吕4 V の車（トラック-バス-寒を地仕様のディーゼ ho 、 化 sm l 
ル車など)では使用しないでください。 し 1八串导巧 J 

24 V 車で使用すると火災や故障などの原因となります。 


了 


• ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みの上、正し<お使いください。 

•お読みになったあとはいつでち見られるところに必ず保管してください。 

取扱説明書および本機の表示では、ご本人种周囲の人々び危害や損害を負ラことなく、本機を安全に 
正しく使用していただくために、いろいろなミ主意事項を表示していまず。 

ミ主意事項は、それを守らなかった場合に起こりラる危;害や損害の程度によって、2つに区分しています。 
A 警胃：人が死亡または重傷を負ラ可能性び想定される内容。 

A ミち意： 人び傷害を負ラ可能性び想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容。 
また、ミ主意内容の性質を絵表示で示しています。 
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まを上のごを意 


A-3 


A 警告 


Q 


運転者は走行中に、本機の操作やディスクの交換はしないでください。 

前方不注意となり交通事故の原因となりますので、必ずま全な場所に車を停車 
させて行なってください。 



〇 


運転者がテレビなどを見る場ちは、必ず安全な場所に車を停車し、パーキングプレーキ(サイドブ 
レーキ)をかけて使用してください。 

テレビなどはま全のため走行中は表示されません。交通事故の原因となります。 


0 


画面が映5ない、音が出ないなどの故障:!犬態で使用しないでぐださい。 

思わ说事故-火災-感電の原因となります。 


祭 


〇 


万一、異物び入った-水や飲みちのびかかった-煙び出る-変なにおいびずる- 
変な音がするなど異常が起こりました5、直ちに使用を中止し、必ずお買い上 
ばの販売店にご相談ください。 い 

そのままご使用になると思わ说事故-火災-感電の原因となります。 


0 


本機の中に水や異物を入れないでください。 

発煙や発火、感電の原因となります。 


0 


電源コード線の被覆を切って、他の機器の電源を取ることは絶巧にお止めください。 

コード線の電流容量をオーバーし、火災や感電-故障の原因となります。 


〇 


フィルムアンテナは取付要領書に指示された場所に貼り付けてください。 

視界不良となり事故の原因となることびあります。取付要領書の指示どおりの取り付けをしなし、 
と、保安基準の適合として認められないことびおります。また、再貼り付けやミ凡用の両面テープ 
などで取り付けないでください。フイルムアンテナびはびれて思わ姑事故の原因となることびあ 
ります。 


〇 


接続したコードや使用しないコードの先端など、被覆がない部分は絶縁性テープなどで絶縁して 
ぐださい。 

ショートにより火災や感電、故障の原因となります。 


〇 


取り付けや酉日線が終わった5、ブレーキランプ、ライト、ホーン、ウィンカー、 
ワイパーなど、全ての電装品び正しく動くことをお確かめください。 

正常に動かない状態で使用すると火災や感電、交通事故の原因となります。 





本機を分解したり、改造しないでください。 
交通事故-火災-感電の原因となります。 


0 


ナビゲーシヨンの操作 

• 運転中の操作は避け、停車して行なって<ださい。 

• 運転中に画面をミ主視しないで<ださい。前方不注意となり交通事故の原因となります。 


Q 


コード類の配織ホ、高温部を避けて巧なってください。 

コード類び車体の高温部に接触すると被覆び溶けてショートし、火災-感電の原因となります。 


0 


カード類は、乳幼児の手の届ぐところに置かないでぐださい。 

誤って、飲み込むおそれびあります。万一、飲み込んだと思われるとさは、すぐに医師にご相談 
ください。 


はじめに 































A-4 


まを上のごを意 


〇 

〇 

0 

0 

Q 

〇 

Q 

〇 


A ミ主意 


本機の取り巧け- i 日線には、専門技術と経験が必要です。 

ま全のため必ずお買い上げの販売店に依頼して < ださし、。 

誤った取り付けや配線をした場合、車に重大な支障をさたす場合びあります。 



必ず付属の部品を指定通り使用してください。 

指定政外の部品を使用すると、本磯内部の部品をいためたり、しっかりと固定 
でさずに外れたりして危険です。 



雨が吹き込むところや、水のかかるところなど湿気やほこり•油煙のをいとこ 
ろへの取り付けはさけてください。 

本磯に水や結露(エアコンホース周辺など）-ほこり•油煙び混入しますと発煙 
や発火、故障の原因となることびあります。 



直射日光が当たった場合などは、金属部分が高温になり、触れると义傷ずる可能性がありまず。 


振動のをいところなど、しっかりと固定でさないところへの取り付けはさけて 
ぐださい。 

外れて事故やけびの原因となることびあります。 



本機の通風孔や放熱板をふさがないでください。 

通風孔や放熱板をふさぐと内部に熱びこちり、火災や故障の原因となることびあります。 


取付要領書に従って、正しく配線してください。 

正規の接続を行なわないと、火災や故障の原因となることびおります。 


コードが金属部に触れないよラに配線してください。 

金属部に接触しコードび破損して、火災や感電-故障の原因となることびあります。 


コード類はミ夫して途中で切断しないでください。 

コード類にはヒューズなどび付いている場合びおるので、保護回路び働かなくなり、火災の原因 
となることびあります。 


Q 

〇 

Q 

〇 


電源用のリード線は、バッテリーに直接接続しないでぐださい。 

車の振動や熱でコードの被膜び破れ、ショートして火災や感電の原因となることびありまず。 


電源コードの接続は、 SS 線作業の最後に行なってぐださい。 

ショート事故による感電やけびの原因となることびあります。 



ちちのスピーカーの©側を共通線にしたり、車体にアースしないでくださし、。 

ショート事故による感電やけびの原因となることびあります。 


車体やねじ部分-シートレールなどの可動部にコード類を挟み込まないよラに 
配線してください。 

断線やショートにより、故障や感電-火災の原因となることびあります。 



0 ディスク/ SD 力ード/ min 旧- CAS 力ード挿入□に異物を入れないで 
ぐださい。 

火災や感電、故障の原因となることびあります。 



0 ディスク / SD 力ード/ min 旧- CASA — ドに剥がれやずいシール、シート類が貼0付いた状態で 
挿入しないでください。 

火災や感電、故障の原因となることびあります。 
































まを上のごを意 


A-5 


A ま意 


A ディスプレイの収納や角度調整時に、手や指を挟まないようにま意してくださし、。 

挟まれてけびの原因となることびあります。 



/h\ 


ディスク/ SD 力ード/ min 旧- CAS 力ード挿入□に手や指を入れないで 
ぐださい。 

けびの原因となることびお0ます。 




本機の電源が入っているとさ、または、電源を切った直後などに、本機裏側の 
放熱板や、アンプに關れないでください。 

高温のため、やけどの原因となることびあります。 



Q 

〇 


本機を車載用として切がは使用しないでください。 

発煙や発火、感電やけびの原因となることびあります。 

長時間ご使用にならないときは、ディスク / SD 力ード/ min 旧- CAS 力ード 
を取り出しておいてください。 

長時間、本機内に入れておくと、高温などのためにディスク/カード類を傷め 
る原因となることびおります。 



0 


エンジンを停止したままで長時間ご使用にならないでください。 

車のノ 〇ッテ U —びあびる恐れびあります。 




〇 


運転中の音量は車がの音が聞こえる程度でご使用ください。 

車外の音び聞こえない状態で運転すると、事故の原因となることびあります。 



0 


音青が割れる-ひずむなどの異常状態で使用しないでぐださい。 

火災の原因となることがあ0ます。 


〇 


ナビゲーシヨンによるルート案內と実際の交通規制が異なる場ちは、実際の交 
通規制に従って走巧してください。 

ナビゲーシヨンによるルート案内のみに従って走行すると実際の交通規制に反 
する場合びあり、交通事故の原因となります。 


© 


0 


液晶パネルを強く押したり、強い衝撃を与えないでください。 

液晶パネルのガラスび割れて、けがの原因となることびあります。 


Q 


液晶パネルが割れた場ち、パネル内部の液体には絶対に軸れないでください。 

巧膚の炎症などの原因となることびあります。 

•万一□に入った場合は、すぐにうびいをして医師に相談してください。 
•目に入ったり皮膚に付着した場合は、清浄な水で充分洗浄した後、医師に相 
談してください。 


八 

M / 


り 


〇 


ディスク / SD カードを出し入れずるとさは、シフトレバーがディスプレイ部 
に当た5ない位置で行なってください。 



0 


min 旧- CAS 力ードの接点には軸れないでください。 

接点に塩分や油分び付着すると故障の原因になることびあります。 


はじめに 




























A - 目 


巧用上のごを意 


温度 I しついて 

極端に寒いとさや、極端に暑いとさは、正常に動作しないことびあります。 
常温に戻ると正常に動作します。 


結露について 

雨の曰、または湿度び非常に高いとき、または寒いとを、ヒーターをつけた直後など本機内部の 
光学系レンズに露(水滴)び生じることびあります。この状態では、レーヴーによる読み取りびで 
きず正常に動作しないことびあります。周囲の状況にもよりますび、ディスクを取り出して放置 
しておけば、約1時間ほどで結露び取り除かれ正常に動作するよラになります。 



振動について 

本磯に強い振動び加わると、まれに音とびや映像び欠けるなどの症状びみられることびあります。 
強い振動び止むと通常の動作に戻0ます。 


ディスプレイについて 

• あ晶の特性上、直射曰光び反射して画面び見づ5くなることびあ0ます。 

•ディスプレイの同じ場所に、赤い点や青い点などび現われる場合びありますび、これは液晶ディ 
スプレイの性質上起こるものであり、故障ではありません。 

•ミ夜晶パネル面にフイルムを貼り付けた場合、貼り付け不良またはズレびあ0ますと正常に動作 
しないことびあります。 


地図画面の表示について 

• 最わ詳細な地図の縮尺び地域によって異なるため、地図画面を移動して縮尺の異なる地域に移 
ると、地図び切れたよラな画面にな0ます。そのまま地図を移動しつづけると、通常の地図画 
面に戻り、縮尺は表示中の地域の最わ詳細なをのに変わります。 

•走行中は、細街路を表示しません。 

ただし、下記の画面では、走行中を細街路を表示しまず。 

-車のシフトレバーを I 」バースに入れているとをの現在地表示画面 
-細街路を走巧しているとさの現在地表示画面 
※細街路によっては、走行中わ消えないわのをあ0まず。 

※細街路とは道幅日.已 m 未満の道路のことをいいます。 


車のエンジン停止中でのご使用について 

•車のエンジン停止中に本機をご使用になりますと、車のバッテリーびあびる恐れびあります。 

エンジンを停止したままで長時間ご使用にな5ないでください。 

•エンジン停止中に本機を使用しているとき、エンジンを始動すると、電圧降下により、初期の 
画面に戻ることびあります。 



























ほ用上のごを意 


A-7 


お手入れについて 

• 画面は指紋やほこりび付きやすいので、時々清掃してください。 

清掃するときは、電源を切り柔5かい巧で乾拭きしてください。（ミちれを落とす場合は、中性 
洗剤に浸しよく絞った布か、エタノールをしみ込ませた柔5かい布で拭いてください。） 

濡れたぞうきん‘有機溶剤(ベンジン、シンナーなど）•酸-アルカ U 類は使用しないでください。 
また硬いをのでこすったり、 DP いたりしないでくださし、。 

•キャビネットやパネル面、その他の付属品にベンジン、シンナー、殺虫剤 
などの揮発性の薬品をかけると、表面び侵されることびあ0ますので使用 
しないでください。また、セ□八ンテープやばんそラこうなどの粘着性の 
ものを貼った0することを、キャビネットを巧した0傷めますので避けて 
ください。 





GPS アンテナについて 

• GPS アンテナにペンキや車のワックスなどを塗5ないでくださし、。 

受信感度び低下したり、 GPS 衛星の電波を受信でさなくなることびあ0 
ます。 

• GPS アンテナの上に物を置いたり、巧などをかぶせた0しないでください。 

GPS 衛星の電波を受信でをなくなります。 

• GPS アンテナを本機の近くに配置しないでくださし、。 

受信感度び低下したり、 GPS 衛星の電波を受信でをなくなることびあ0ます。 

• GPS アンテナをダッシュボード内に取0付けている場をは、取り付け位置上部に物を置いた 
り、携帯電話や八ンディ無線機などを置かないでください。受信感度び低下した0、 GPS 衛 
星の電波を受信でをな<なることびあります。 



インテリジェントキーの動作について 


インテリジェントキーび装着されている車両では、インテ U ジェントキーをナビゲーション本体 
に近づけると動作しなくなる場合びありますので、十分にごま意ください。 


巧責事項について 


>火災、地震、水害、落雷、第王者による行為、その他の事故、お客さまの故意または過失、誤用、 
その他の異常な条件下でのご使用により故障または損傷した場合には有料修理となります。 

>本機の使用または使用不能から生じる損害(事業利なの損失、記憶内容の変化-消失など）は、 
弊社は一切その責任をおいかねます。 

>本機を業務用の車両(タクシー-トラック•バス•商用車など）に使用した場合、保罰の対象に 
はな0ません。 

>他人に讓渡または処分などされる隙は、本機に入力した個人情報(登録地の住所や電話番号な 
ど)の取0扱い、管理(消去など)は、必ずお客さまの責任において消去してください。 

>本機の使用を誤ったとさ、静電気•電気的なノイズの影響を受けたとき、データや基本プ□グ 
ラムなどび消失•変化した場合、また修理によって登録地など、登録した内容び消去された場 
合は補償できません。 


はじめに 

























A - 日 


ほ用上のごま意 


地上デジタルテレビ放送の番組受信について 

• 地上デジタルテレビ放送では受信状態び悪くなると、映像にブ n ックノイズび出たり、音び途 
切れたり、静止画面、黒画面となり音青び出なくなることびあります。 

•車で移動して受信するため、家庭用デジタルチューナーに比べて受信エ U アび狭くなりまず。 
また、車の周辺の環境などにより受信状態び変化します。 

•本機の受信周波数:帯域に妨害をちえる電子機器や無線利用機器など(パソコンや携帯電話など） 
を車内で使用したり、本機や地上デジタルテレビ放送用アンテナやアンテナコードに近づけ 
ると、映像-音青などに不具合び発生する場合びあります。それ5の機器の使用を中止するか、 
本機か5離してご使用ください。 

•電車の架線、高圧線、ラジオ•テレビ放送の送信所、無線送信所、ネオンサインなどの放電機 
器の近くで受信すると、映像-音声び乱れたり雑音び入る場合びあります。 

•車の走行速度によっては映像•音声び乱れたり、受信できなくなる場合びあります。また、停 
車中でち周囲の車の動さなどにより受信状態び悪くなり、映像-音声び乱れる場合びあります。 

• コピーガードびかかっている番組は録画機器を経由してテレビで視聴ずると正常に受像できな 
い場合びあります。コピーガードびかかっている番組を視聴する場合は、録画機器を経由しな 
いで直接、本機とモニターを接続してくださし、。 


し U 下の点にご注意 < ださい。 

■本製品は、 AVC Patent Portfolio License に基づきライセンスされており、お客様び個人的かつ 
非営利目的において!^: TF に記載する行為に係る個人使用を除いては、ライセンスされておりません。 
- AVC 規格に準拠する動画似下、 AVC ビデオ）を記録する場合 

-個人的かつ非営利的活動に従事する消費者によって記録された AVC ビデオを再生する場合 
-ライセンスをラけた提供者から入手された AVC ビデオを再生する場含 
詳細については、米国法人 MPEG LA, LLC にお問い合わせください。 

■ ；>< ールなどの地上デジタルテレビ放送に関する情報は、本機に記憶されます。万一、本機の故障、 
不具合によって、これ日の情報び消失した場合でわ補償はでさません。 A 
■本機は AR 旧(電波産業舍)規格に基いた商品仕様になってお0まず。将来規格変更びあった場合は、 
商品仕様を変更する場含びあ0ます。 

■ビデオデッキなどで録画-録音したわのは、個人で楽しむなどのほかは、菁作権ま上権利者に無断 
で使用でをません。 

■本機は許諾契約に基づを当社び使用許諾を受けた第王者のソフトウェアを含んでお0、本機か日の 
ソフトウェアの取り出し、複製、 U バースエンジニアリング、その他の許諾されていない当該ソフ 
トウェアの使用は固く禁じ日れています。また、当該ソフトウェアを更新する目的で配布されるプ 
□グラム、データについてち同様の扱いとなります。 

■本機に搭載されているソフトウェアまたはその一部につき、改変、翻訳、翻案、 U バースエンジニ 
アリング、逆コンパイル、逆アセンブルを行なったり、それに関与してはいけません。 

■本機を法令により許されている場をを除を、曰本国外に持ち出してはいけません。 


☆印... MM 312 D - A / MM 312 D-W 






ほ用上のごを意 


■本製品には、 L 乂下の Mozilla Public License の適用を受けるソフトウェアび含まれていまず。* | 
-の才 I 」ジナルコードか5の派生コード 
js -1.5. tar.gz 

-上記オリジナルコードの初期開発者 I 

Netscape Communications Corporation 

お客様は、1；(下のホームぺージに掲載される Mozilla Public License の条件に従い、上記ソフト 
ウェアのソースコードを入手する権利びあります。上記ソフトウェアのソースコードの入手方法に 
ついては、政下のホームページをご覧ください。 

http :// panasonic . jp / car / cus / info / license / Mozilla / 

なお、ソースコードの中身についてのご質問にはお答えできませんので、あ5かじめご了承ください。 
また、上記切外の当社び所有権を有するソフトウェアモジュールについては、ソースコード提供の 
対象とはな0ませんのでご了承ください。 


ホームページに掲載されるファイル情報 


-修正内容に 01 ] 年 6 月 2 日日公開） 

diff.pdf 

-修正されたソースコードに日 1 1年巨月 20 日公開） 

JS.zip 

- Mozilla Public License(2 日] l 年 6 月 20 曰 公開） 

Mozilla Public License.pdf 


■本機搭載のソフトウエアは 、 Independent JPEG Group のソフトウエアを一部利用しております。 

This software is based in part on the work 曰 f the Independent JPEG Group .* 

■各社の商標および製品商標に対しては特にミ主記のない場合でわ、これを十分尊重いたします。 

☆印-. . MM 312 D - 冉 / MM 312 D-W 


オーデイオ/テレビ/ラジオの設定について 

•パ’ッテ U —交換やヒューズ交換などでバッテ I 」一との接続び断たれたとさは、メモ U — したチャン 

ネルなどの設定を全て消去されます。 

• ラジオやテレビの受信は受信場所によって、電波の強さび変わった 

り、障害物などの影響により最良な受信状態を維持することび困難 

な場合わあります。 

•電車の架線、高圧線、信号機、ネオンサインなどの近くやラジオ 
放送、アマチュア無線の送信用アンテナのおくで受信すると、画 
像び乱れたり雑音び入る場合びあります。 

-電波の特性上、建物や山などび障害物となって受信状態び悪くな 
ることびあ0ます。 

-トンネル内に入った0、放送局か5遠ざかると電波び微弱になり 
受信状態び悪< な0ます。 

•一部の地域において、ラジオ、テレビなどの送信アンテナ塔付近では、受信している周波数し^が 
の電波の影響によ0、映像-音声に乱れび生じる場合びあります。 

-本機で受信する場合は、家庭で受信する場合に比べると受信巧能なエ U アび狭<なります。 

•固定受信(八イビジョン放送など)や携帯受信(ワンセグ)などの放送方式、放送局によ0、受信状 
態やエ U アび変化します。 

•ワイパー、電動ミラー、エアコンの FAN などを動作させると受信感度び悪化する場をびあります。 
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ディスクの取 0 巧いかた 


•定期的に、記録面についたホコ U や3ミ、指紋など 
を柔らかい巧でディスクの巧周から外周方向へ軽く 
巧いてください。 



•ディスクを持つときは記録面をできるだけさわ5な 
いよラにしてください。 


•印刷面や記録面に紙やシールなどを貼り付けたり、 
キズを付けないよラにしてくださし、。 


印刷面 



• セ□八ンテープやラベルなどののりびはみ出したり、 
はびしたあとびあるディスクはお使いにならないで 
ください。ディスクび取り出せなくなったり、本機 
び故障する原因となることびあ0ます。 



•ディスクは使用中高速回転しますのでヒビの入った 
ディスクや大さくそったディスクは使用しないでく 
ださし、。 



•そ5ないよラに必ずケースに入れ、直射曰光の当た 
る場所には保管しないでください。特に夏期、直射 
曰光下で閉めをった車のシート、ダッシュボードの 
上などはかなり高温になりますので放置しないでく 
ださい。 



• レコードスプレー、帯電防止剤などは使用しないで 
ください。また、ベンジン、シンナーなどの揮発性 
の囊品をかけるとディスクを傷めることびあります 
ので、使用しないでください。 



•新しいディスクをご使用になるとを、ディスクを入 
れてち再生しない場合びあります。 

これはディスクのセンターホールまたは外周にバ U 
びあ0、ディスクび正しくセットされないために発 
生するをのです。この場合にはち図のように、あら 
かじめボールペンなどでバ U を取0除いてからお使 
い < ださい。 

•ディスクを取0出した直後は、ディスク自体び熱< 
なることびあります。取り扱いには十分お気をつけ 
ください。 

※本体の読み取り性能およびディスクへの影響はあ 
りません。 
















SD カードの取 0 扱いかた 


•定期的にカート U ツジの表面についたホコ I 」やコ fs などを乾 
いた布で拭さ取つてください。 



•ラベルびはびれていたり、ネームテープ（ラベル）び貼って 
ある SD カードは使用しないでください。 



•直射曰光や湿気のをいところをさけて保管してくださし、。 
SD カードび使用でをなくなる場合びあります。 



• 持ち運びや保管の隙は、必ず収納ケースに入れてください。 
※収納ケースは一例です。 



•端子部には、手や金属び軸れないよラにしてください。 



•強い衝撃を与える、曲げる、落とす、水に濡5すなどはしない 
で < ださい。 











SD カードについて 


• SD □ゴは商標でず。 S み" 

• SDHC □ゴは商標でず。 

•お客さまが録音•録画したものは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利ちに無断で 
使用できません。著作権の対まになっている画像やデータの記録された" SD カード"は、著作権法 
の規定による節囲巧で使用ずる ly 夕りまご利用いただけませんので、ごま意ください。 

• 32 GB までの容量の " SD 力ード"に巧応していまず。 


• 本機は SDXC 力ー ドには対応していません。 


• フ オーマッ ト(初期化)について 

SD カードのフ オーマッ トは本機で行なってください。 

陛=「データを初期化(消去)する」 H -21 

※初期化により消失したデータは元に戻せません。十分ご確認したラえで巧なってください。 

本機がの機器で初期化した場合、本機で使用でをない場合びあります。本機で初期化を行なっ 
てか5使用してください。 

• miniSD カード/ microSD カードを使用する場合は、必ず min 芭 D カードアダプター/ micr 日 SD 
カードアダプターを使用し、正しい挿入方向をご確認ください。アダプターび装着されていない状 
態で本機に挿入すると、機器に不具をび生じることびあります。また、 miniSD カード / micraSD 
カードび取り出せなくなる可能性びあります。必ずアダプターごと抜を、本機にアダプターだけ残 
さないよラにして < ださい。 

• miniSD カー ド / micr 日 SD カー ドを miniSD カー ド アダプター/ microSD カードアダプターで ご 
使用の隙は正常に動作しない場合びあります。 

• micraSD カードを min に□カードアダプターに装着し、更に SD カードアダプターに装着して使用 
しないで < ださし、。 

• SD カード挿入□に異物を入れないでください。 SD カードを破損する原因にな0ます。 

• SD カードへのデータ書き込み中/読み込み中/本機にデータ転送中は抜かないでください。また、 
車のキースイッチを変更しないでください。データび破損する恐れびあ0ます。破損した場合、補 
償でさません。 

•静電気や電気的ノイズを受けたり暖房器具の熱び直接あたる恐れのある場所に、 SD カードを放置 
しないでください。データび破壊される恐れびあ0ます。 

• 本機内部を保護するため、異常び生じたときは自動的に本機の機能び止まります。 

画面に表示されたメッセージに従って操作しても動かないときは、故障の恐れびありまずのでお買 
い上げの販売店にご相談ください。 

• 本機は SD カードを使用して下記機能を使用することびでをます。 

-地点編集陛= 「 SD カードで地点を探す」 C -19 
-ルート探索!:^ 「 SD カードか5ルート探索をする」 D -3 日 
-地点登録抵 「 SD 力ードか5地点を登録する」 F -44 
•音楽再生陛=1_-] 

※対応可能な SD カードと再生は陛=1_-11を参照してくださし、。 



SD 力ードについて 

• SD カード内の大切なデータは、バックアップをとっておくことをおすすめします。 

•長時間ご使用になったあと、 SD カードび温かくなっている場合びありますび故障ではありません。 

• SD カードには寿命びあります。長期間使用すると書き込みや消去びでをなくなる場合びあります。 

• SD カードび不良の場合、正常に動作しない場合びあ0ます。 

• SD カードの誤消去防止スイッチを 「 LOCK 」 にすると、記録-消去-初期化びでをなくなりまず。 
※本書では SD メモリーカード- SDHC メモリーカードのことを SD 力ードと記載しております。 
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GPS 衛星の電波受信と測位 


グ□ーバル ポジショニング システム 

GPS(Global Positioning System ) について 


地球の廻り高度約21，0日日 km に GPS 衛星び米国国防総省によつ 
て巧ち上げ5れています。これはをとして軍事利用のためですび、 
民間にわその利用び開放されており、この GPS 衛星から送信され 
た電波を利用して、現在地(緯度、経度、高度）を巧ることびでき 
るシステムでず。 

※本機では高度は表示しません。 



^受信しに<い場所について） 

GPS 衛星の電波は、付属の GPS アンテナで受信しまず。 

GPS アンテナと GPS 衛星との間に障害物があると、電波が受信しにくくなり、 
現在地の測位がでさません。 

受信に適した場所は、屋外の、電波をさえざる障害物のない、見晴6しの良い 
場所でず。受信しにくい場所は、な下のようなところでず。 


GPS 衛星里巧 



GPS アンテナ 


• トンネルの中 •高層ビルに囲まれたところ •樹木の密集したところ •高速道路の下など 



※同じ場所でわ、次のよラな理由で受信数び変動します。 

• GPS 衛星は地球の周りを移動する周回衛星であり、時間によって位置び変わるため。 

• GPS 衛星の受信は、 GPS 衛星の周波数に近似した他の電波の影響を受けるため。 

•車内でご使用の電子機器(アマチュア無線機、レーダー探知機、ドライブレコーダー、 ETC 、 本機 
政がのナビゲーシヨンシステムなど)の妨害、または一部の車種に使用されている断熱ガラス、熱 
遮断フィルムなどによ0電波びさえぎられ受信感度び悪化したり受信しなくなることびあるため。 


C 受信ずるまでの時間について) 

必ず見晴6しのよい場所で行なってください。 

GPS 衛星か5測位に使用でをる電波を受信すると、画面左上の方位表示の背景色び黄色にな0、測 
位した現在地を表示します。 

本機を取り付け後または車のバッテリーなど交換後、初めてお使いのとさや、長時間ご使用にな5な 
かったときは、現在地を表示ずるまでに1己〜20分程度かかることがありまず。 （これは GPS 衛星 
か 日 送 日れ る衛星の軌道データび12分3 日 秒に1回送5 れ ているため、このデータの取り込みに時 
間びかかるためです。 現在地を表示ずるまでは移動しないでください。)通常は電源を入れてか5数分 
で表示しまず。 
























自律航法とマップマッチング 




こ現在地の誤差について） 

GPS を使った測位では、約3 日 m 〜2 日日 m 程度の誤差びあるため、実際の位置と地図に表示されて 
いる現在地の位置び一致しないことびあります。また、 GPS 衛星は米国国防総省によって管理され 
ていますので、意図的に測定 用 電波のデータび変更されることびあり、このときは現在地表示の誤差 
を大をくなります。こラした誤差を捕正するために、本機では、車速パルスとジャイ□センサーを 利 
用した自律航法と、マップマッチング機能を備えています。 


〔自律航法*1&マップマッチング *2 ) 

自律祇;法とマップマッチングで、 GPS 衛星電波の誤差によって起こる実隙の現在地と地図上の現在 
地とのズレをかなくします。また、 GPS 衛星電波び受信でさなくなったとさを、自律航法とマップマッ 
チングで、自車マークの位置を補正します。 

*] 印…本機に内蔵のジャイ□センサーなどで車の移動方向を判断し、車から得た車速パルスか5車 
の走った距離を算出することによ0、現在地を割り出します。 

* 2印…測位した現在地び道路上にない場合に、地図ソフトに収録されている情報を利巧して、自車 
マークを近くの道路上に表示させる機能です。 


〔学留度とお在化 J 

前述のよラに、本機は GPS 衛星電波による測位のほか、ジャイ□センサーなどと車速パルスで正確 
な現在地を割0出すしくみになっています。 

ナビゲーシヨンは車に取り付けてから、実隙の走行を重ねることでデータを蓄積し、次第に各種セン 
ヴーの精度び向上していをます。 

これを一般的に「学習度」と r 学習度の向上」といいます。 

「距離」 r ち位(左ち方向の回転)」「傾斜」について学習度を上げるには、実隙の走行によりますか5、 
取り付けてしばらくの間は r 学習度」の不足か5現在地にズレび発生する場合びあることをご承知お 
走 < ださい。 
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音青案内について 


音青ま巧時の注意点 

•本システムの音靑案内は、あくまでも補助的な機能でずので、実際に運転ずる際には、地図上の 
ルート表示を確認の上、実際の交通規制に従って走行してください。 

•音声案内は、ルート上では方向が変わっていても、音声案内を巧なわない場合がありまず。 

•音声の内到ま、曲がる方向や他の道路との接続お態などにより、異なった内容になることびありまず。 
•音声案内のタイミングは、遅れたり早くなったりずることびありまず。 

•音声案內は、設をされたルート上を走行し始めてか6行なわれまずので、案内び開始されるまでは、 
地図上のルート表示を参考に走行してください。 

•経由地に近づくと"まもなく経由地付近でず"と音靑案内び行なわれ、巧のルート区間の案內に 
移りまず。このときも案内開始時と同様に、次の音声案內び行なわれるまでは、地図上のルート 
表示を参考に走行してください。 

• 目的地に近づくと"目的地に到着しました。ルートガイドを終了しまず"と音声案内び行なわれ、 
音声案内(ルート案内）は終了しまず。そこか5巧は、地図を参考に目的地へ向かって走行してくだ 
さい。 

「也ァ ドバイス-1 

•音声案内の音量を調整する場をは r 音青案内の音量調整/詳細設定をする J F -28 をご覽ください。 

•音声案内は、実際の道路と地図ソフトの道路データの違いにより、異なった案内になることびありまず。 

• 音声案内の内容び現場の交通規則と違ラ場合は、現場の交通規制標識、表おなどに従ってください。 

■音声案内ををラー度聞さたい場をや、次の分岐点の情報を聞さたい場を I 現な地 I を押すと、をラー度音声案内 
を聞 < ことびでさます。 

• 「■音芦実巧を止める場合 IF -28 で 巧^ を 選択している場をは、 I 現在地 I を巧しても音声案内を聞くことはで 

さません。 












音青ま巧について 
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、-― 


左方向です。 

まちな< 

00を左ち向です。 
その先ち方向です。 
さらに分 III 支が;航ごます。 

( およそ3日0 m 先 
00を左ち向です。 

,その先ちち向です。_ 

f およそ7日日 m 先 
を左ち向です。 


味吕印…連続した交差点び H つ从±1続く場合に 
案内します。 



目的地までのルート案の時に、ち左がずる交差点などに近づくと自動的に音声で案内び流れまず。 


一般道の交差点* 


高速道路入口 



音声案内します。 

-赖道の連続した交差点*2 



高速道路出 □ 


を路す 
そが向道で 
よ扣方速 □ 
お一左高出 
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パソコン連携(いつも NAVI ) 


パソコンで指定のホームページ(いつも NAVI) を利用して地点情報やルート探索した結果を SD カー 
ドに保存ずると、本機で確認またはルートを再探索したり、本機に地点を保存ずることができまず。 
いつも NAVI を利用ずるには、ユーザー登録を行なラ必要びありまず。 


〔パソコン連携(いつを NAVI) の流れについて） 



1. 指定のホームページ(いつも NAVI ) にアクセスして、 

別紙に貼り付け S れている ID とパスワードを入力し、 

会員□グインしまず。 

※初回□グイン時のみニックネームとメールアドレスを登録する尝 
員登録画面び表示されまず。必要事項を入力し、登録を完了する 
と、いつち NAVI の" My ぺージ"へ進めまず。 

2. * ホームページ上で地点を選択したり、ルート探索をしまず。 


登録地、登録ルートを SD カードをかしてナビに保をでき 
まず。ホームぺージの使いちについてはホームぺージのへ 
ルプをご覧くださし、。 


3. バソコンの SD 力ード U - ダーに SD 力ードを差し込み、 
登録地、登録ルートを保をしまず。 


「力ーナビへちる」ファイルの作成 I 
⑦ SD 力ード巧に半角で "DRIVE" というち前のフオルダを作成ずる。 
③★ホームぺージの操作に従い、な存巧とファイルをを確認しな存ずる。 



③ SD 力ード内に作成した "DRIVE" フォルダ巧にファイルをな巧する。 

4. SD 力ードを本機に差し込み、情報を確認または保をずる。 

匹= 「 SD カードで地点を探す」 C -1 日 
函= rSD 力ード占、6ルート探索をする」 D -30 
函= 「 S □力ードから地点を登録ずる」 F -44 


「也ァ ドバイス- 

• ★印…詳しし'!操作ち溫ま、いつも N 冉 VI ホームぺージの「ヘルスをご覧ください。 

• SD 力ードを使用する前に 「 SD 力ードについて」 A - 12をご覧ください。 

• SD カードに保存しているルートを本機で確認する場合、本機に設定している探索条件をちとにルート探索を行 
なラため、いつを NAVI 上でのルート探索結果と異なります。 

\ W 「 SD 力ードからルート探索をする」 D -30 
「ルート探索条件の設定をする」 D - 33 

• いつを NAVI で出発地を本機と異なる位置に変更し、ルートを SD カードに保存してち本機でルート探索する場 
をは、出発地び現在地のままとなりまず。（しじわ N 冉 VI で指定した出発地にはなりません。） 

•いつを N 冉 VI は、株式を社ゼン U ンデータコムび運営するサービスです。画面は変更されることびありますので 
ご了承ください。 

•ホームページのアドレスは都をにより変更させていただく場合びあります。 


























パソコン連携【いつち NAVI ) 
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^を員□グインについて） 

• □グインは下記の URL か6巧なつてください。 

URL : https :// drive . け s - mo . com / ori 径 inal / re 邑 ist / bOl / 

• □グインには別紙に貞占り付け5れているのとパスワードの入力が必要でず。 
有効期限まで無料でご利用いただけまず。 

本機に同個の ID とパスワードの有効期限は2014年3月31日です。 
有効期限後の運用については、ホームページにてお知6せします。 

• ID 、 パスワードの再発巧や追加発行はできません。 

※ホームページのアドレスは都合により変更させていただく場合がありまず。 



^を員登録 ID • パスワードをちれた場合) 

いつも NAVI ホームぺージの会員□グイン画面にあるリンクをご利用ください。 

いつち NAVI ホームページ 

URL : https :// www . its - mo . com / login _ clrive - plan / passremincler.htm 

その他-お巧い合わは) 

詳しい操作ち法は、いつも NAVI ホームページの「ヘルプ」をご覧ください。 

いつも NAVI ホームぺージに関するご質問-お問い合わせは、株式会社ゼンリンデータコムまでお願 
いしまず。お問い合わせ方まは、いつも NAVI ホームページの会員□グイン画面にあるリンクをご利 
巧ぐださい。 

いつわ NAVI ホームページ 

URL : https :// か ive . its - mo . com/ori 呂 inal / regist/b 日！/ 


はじめに 
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ご使用の前に必ず行なって < ださい 


本機をご使用の前に、ご利用開始曰を登録ずる必票がありまず。初めて本機をご使用になるとをに、 
利用開始曰登録画面が表示されまずので、登録操作を行なってください。 



な M をタッチずる。 

利用開始曰登録確認画面び表示されます。 


《 ED を選択でさない場合は、お車を GPS び受信 
でさる場所に移動してくださし、。 



且 mjj をタッチずる。 

:登録完了画面び表示されます。 



回 


な M をタッチずる。 

現在地の地図画面び表示されます。 


ようこそ曰■イリジすルすビグーシ3ンへ 
■ mirr しました 

本すビブーシ3ンは，■入《3巧！ ■! •时で、 
下 g の柏因■新ザで ec 7， 


-暖»含なでの1|»な1«入眉1«1田のを〇菱》 

•お Wf のバソコンでのち60のホリデイ-スポット 
W し<は、 CifiK 巧 ■« こ!!下ごし、 



「也ァ ドバイス- 

一度登録すると、な回から登歸画面は表示されません。登録しないでエンジンを切ると、次回再び登録画面び表示 
されます。 


















